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研究成果の概要： 

 本研究は二つの部分から成る。一つは離島や山村地域の現地における聞取り調査で、これは行

政関係者および地域指導者に対するヒアリング、もう一つは主として人口一万人以下の小規模

自治体および法定の離島や山村を抱える自治体の首長に対するアンケート調査である。前者に

おける当面の成果としては、国から“強いられた”「合併」、また財政支援が涸渇する中で地方

自治体およびそれぞれの地域社会がさまざまな創意と工夫によって生き延びていこうとする意

欲の旺盛さの発見である。また後者の成果として尚十分な解析が進んではいないが、国の法令

によるさまざまな制約の中でそれぞれの「自治」を如何に確立していくかの苦闘の姿を垣間見

ることが出来た。その中でも「農地法」「農振法」「都市計画法」そして「補助金にかかわる予

算の執行の適正化に関する法律」などが、かれらの最大の問題であることが判明した。 
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１．研究開始当初の背景 

標記課題の研究契機は、いかなる条件がコ
ミュニティを崩壊へと向かわせ、またいかな
る対応がそれを押し止めて再生へと向かわ
せるのかという問題意識であった。その研究
を通じて地域の自治組織の活性化問題と、そ
れと関連しながらも自治体とその上位の自
治体との間の関係性（政府間関係）について
の認識を新たに得ようとした。 

２．研究の目的 

離島や山村を抱えた自治体において共通
して見られる過疎と高齢化の実態調査を通
じて、行政と地域社会とが共に担う政策課題、
離島や山村地域におけるそれぞれ固有の条
件、あるいは全国の離島・山村地域に共通す
る普遍的な条件は何かといった問題を探り
ながら、いわゆる平成の大合併に対してどの
ように対応したのか、合併か単独かの選択決
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定要因は何か、単独を決意した弱小自治体に
おける地域経営の資源と戦略は何か、あるい
は合併を引き受けえることで離島や山村を
抱え込んでしまった自治体の地域経営はど
のようなものかなど、日本における小規模自
治体の制度や地域社会のあり方を考えるこ
とであった。 

 

 

 

３．研究の方法 

関係者へのヒアリングと郵送調査にもと
づくアンケート調査であった。 

 

 

 

 

４．研究成果 
自治体関係者や地域社会のリーダーらへ

のヒアリングを通じて、合併協議会に参加し
ながらもあえて単独の道を選ぶなど、国の指
導する「平成の大合併」の動きの中でそれぞ
れの自治体がさまざまに苦悩しながら選択
する経過や背景を知ることが出来たが、その
過程において発見したものに「地域自治組
織」があった。それは分権化の中でそれぞれ
の自治体がどのように地域自治を行おうと
しているのかの重要な結節点をなすように
思われたのである。 

もう一つの研究計画に小規模自治体首長
に対するアンケート調査があった。それはと
くに過疎地域と山村地域を抱え、人口 15000

人以下の自治体首長が財政逼迫と高齢化と
いう全国に共通した条件の下でどのような
行政を行おうとしているのかについての設
問を中心とした調査であったが、特に注目す
べき成果はいかに小規模自治体首長が国の
諸法令に縛られて思い切った行政サービス
の提供を阻まれているかの発見であった。こ
れも同様に「国と地方」という自治における
政府間関係の重要性への視点を拓くもので
あった。 
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